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S14a 合体銀河 Mrk 739が持つ二重AGNの広帯域X線スペクトル解析
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銀河と超巨大ブラックホールの共進化を理解する上で鍵となるのが、銀河同士の合体である。なぜなら、合体
では星形成が活発になり、ブラックホールへの質量流入により活動銀河核 (Active Galactic Nucleus; AGN) も誘
発されるからである。また、X線観測は AGNへの質量供給源の役割を担うトーラス構造を調べるのに有効な手
段である。近年のX 線観測の研究により、赤外線で非常に明るい (星形成が激しい) 合体後期の銀河では、エディ
ントン比が大きいにも関わらず、トーラスが中心を覆う立体角は大きい (Ω/4π ∼ 0.71) ことが分かった (Yamada
et al. 2021)。しかし、合体進化の普遍的な描像を確立するためには、赤外線で明るくない合体銀河についても同
様に調査することが重要である。
そこで本研究では、赤外線光度が小さく、2つのAGNを持つ合体後期の銀河であるMrk 739に着目し、X線天文衛

星 NuSTAR、Chandra、XMM-Newton、Swift/BATのデータを用いて広帯域X線スペクトル解析 (0.5−70 keV)
を行った。現実的なトーラス構造を再現したXCLUMPY モデル (Tanimoto et al. 2019) を適用して、それぞれ
のAGN (Mrk 739E/Mrk 739W) が持つ水素柱密度 (NH < 6.9×1019 cm−2 ; = 6.9+4.4

−1.8×1021 cm−2) とX 線光度
(LX ∼ 1.1× 1043 erg/s; ∼ 7.4× 1041 erg/s) を導出した。特にX 線で明るいMrk 739E は、大きなエディントン
比 (λEdd ∼ 0.71) を持つが、赤外線で明るい合体後期の銀河に比べてトーラス立体角は小さい (Ω/4π < 0.53) こ
とが判明した。Mrk 739Eの星形成率 (SFR < 6.9 M⊙ yr−1; Tub́ın et al. 2021) が小さいことを考慮すると、以
上の結果は、母銀河のガス星質量比が合体後期のAGNの環境を決める要因の一つになっていることを示唆する。


